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A Study on the Independence of Modern Adolescents
















































































































































女性 182名、不明 3名）及び 2年制短期大学 3校
の 418名（男性 9名、女性 409名）、計 826名（男
性 232名、女性 591名、不明 3名）を調査対象と
した。そのうち年齢が 20歳以下の者 768名（男
性 206名、平均年齢 18.83歳、標準偏差 0.63歳、





いる 15項目（将来志向 3、適切な対人関係 4、価
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